
JP 2009-291973 A 2009.12.17

10

(57)【要約】
【課題】基材層接着剤面に貼合せる貼合せ層の濡れ張力が大きく接着親和性が良好で、シ
ール層の滑り摩擦係数が小さくアンチブロッキング性に優れ、然も、各層間の接着が強固
で層間剥離がない積層フィルムを提供する。
【解決手段】シール層、中間層、貼合せ層の３層からなる積層/フィルムであって、前記
シール層が、エチレン・不飽和カルボン酸共重合体アイオノマーとスリップ剤とアンチブ
ロッキング剤の合計量に対して、０．４～２．０重量％のスリップ剤と０．５～１０．０
重量％のアンチブロッキング剤とを配合したエチレン・不飽和カルボン酸共重合体アイオ
ノマー組成物の層からなり、前記中間層が、エチレン・不飽和カルボン酸共重合体もしく
はそのアイオノマーとスリップ剤との合計量に対して０．０１～０．５重量％の範囲のス
リップ剤を配合したエチレン・不飽和カルボン酸共重合体もしくはそのアイオノマーの組
成物の層（但し中間層のアイオノマー組成物中のスリップ剤濃度は前記シール層のアイオ
ノマー組成物中のスリップ剤の含有濃度より低濃度である）からなり、前記貼合せ層が、
エチレン・不飽和カルボン酸共重合体アイオノマーとアンチブロッキング剤の合計量に対
して０．５～１０．０重量％のアンチブロッキング剤を配合し且つスリップ剤を含有しな
いエチレン・不飽和カルボン酸共重合体アイオノマー組成物の層からなることを特徴とす
る積層フィルム。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シール層、中間層、貼合せ層の３層からなる積層フィルムであって、前記シール層が、
エチレン・不飽和カルボン酸共重合体アイオノマーとスリップ剤とアンチブロッキング剤
の合計量に対して、０．４～２．０重量％のスリップ剤と０．５～１０．０重量％のアン
チブロッキング剤とを配合したエチレン・不飽和カルボン酸共重合体アイオノマー組成物
の層からなり、前記中間層が、エチレン・不飽和カルボン酸共重合体もしくはそのアイオ
ノマーとスリップ剤との合計量に対して０．０１～０．５重量％の範囲のスリップ剤を配
合したエチレン・不飽和カルボン酸共重合体もしくはそのアイオノマーの組成物の層（但
し中間層の組成物中のスリップ剤濃度は前記シール層のアイオノマー組成物中のスリップ
剤の含有濃度より低濃度である）からなり、前記貼合せ層が、エチレン・不飽和カルボン
酸共重合体アイオノマーとアンチブロッキング剤の合計量に対して０．５～１０．０重量
％のアンチブロッキング剤を配合し且つスリップ剤を含有しないエチレン・不飽和カルボ
ン酸共重合体アイオノマー組成物の層からなることを特徴とする積層フィルム。
【請求項２】
　積層フィルムがシーラントフィルムである請求項１記載の積層フィルム。
【請求項３】
　前記貼合せ層の基材と接するべき面がコロナ処理されている請求項１又は２に記載のフ
ィルム。
【請求項４】
　前記シール層、中間層又は貼合せ層を構成する組成物に更にポリオレフィン樹脂が前記
エチレン・不飽和カルボン酸共重合体もしくはアイオノマー１００重量部に対し２０重量
部以下の割合で配合されている請求項１～３のいずれかに記載のフィルム。
【請求項５】
　ドライラミネーション又はサンドイッチラミネーションに用いられる請求項１～４の何
れかに記載のフィルム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はシーラント機能を有する積層フィルム、即ち積層フィルムに関し、より詳細に
は、シール層、中間層、貼合せ層の３層からなり、貼合せ層は基材フィルムとの接着性に
優れ、且つ積層フィルムをロール状に巻いたり、重畳したりしても滑り性が損なわれずア
ンチブロッキング性に優れ、然も層間接着も強固であるためドライラミネーション法やサ
ンドイッチラミネーション法により基材フィルムに積層して優れた包装用ヒートシールフ
ィルムを得ることのできる積層フィルムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　食品等をはじめ各種物品の包装用フィルムにはヒートシール性に加え、それぞれの用途
に応じて耐熱性、透明性、気体バリア性、耐ピンホ－ル、印刷適性等の各種機能が要求さ
れる。
　このため、包装用フィルムには単体フィルムが用いられることは比較的少なく、ヒート
シール性を有するシーラントフィルムと二軸延伸ポリエステルフィルムや二軸延伸ポリア
ミドフィルム等の基材フィルムとが積層された積層フィルムが多く用いられている。
【０００３】
　又、自動充填等の普及に伴い積層フィルムはより一層の多層積層化が進行してきている
。
　例えば、特許文献１には少なくとも表面基材層、中間層及びシーラント層からなり中間
層が直鎖状低密度ポリエチレンと高圧法低密度ポリエチレンとの特定配合比の樹脂組成物
からなり、層間接着強度が強く自動充填適応性を有する包装用フィルムの発明が開示され
ている。
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【０００４】
　更に、特許文献２には、基材層、中間層、内面層からなる積層体であって、該内面層が
、更に貼合層、中芯層、シール層から形成された多層積層フィルムが開示され、密封性、
低温シール性に優れ、且つバリヤ性を有する液体製品の充填に好適なフィルムが提案され
ている。
【０００５】
　最近では、前記のような包装用多層積層フィルムは、例えば、シーラント層（内面層）
、緩衝又は中芯層（中間層）、貼合せ層（外面層）等からなる積層態様のシーラントフィ
ルムを一旦作製し、これを例えば接着剤を塗布した基材フィルム面にドライラミネーショ
ン法やサンドイッチラミネーション法により貼合せ接着し、多層積層することにより製作
されることが多く、特許文献３には、ヒートシール層表面と貼合せ層表面とをそれぞれ特
定粗さの粗面状に形成し、耐熱性基材フィルムとの貼合せ界面に気泡を含まず、ラミネー
ト外観に優れたレトルト用ポリプロピレン系多層シーラントフィルムの発明が開示されて
いる。
【０００６】
　上記のような包装用多層積層フィルムには、ラミネート外観が良好なことや耐熱性に優
れること等の要件の充足もさることながら、基材層の接着剤塗布面に対する貼合せ層の接
着親和性が良好であること、即ち、貼合せ層の濡れ張力が大きいこと、ロール状に巻く等
フィルム自身を重ねてもフィルム繰出し時に滑り性が損なわれずアンチブロッキング性に
優れること、即ち、滑り摩擦係数が小さいこと、更に、前記シーラント層、緩衝又は中芯
層、貼合せ層等の各層間の接着が強固で層間剥離がないこと等の基本要件を満たすことが
特に重要である。
　然も、用途が包装であることから、安価で且つ効率的な生産が可能であることも必要と
される。
　しかしながら、上記諸要件をすべて充足する多層シーラントフィルムは、本発明者等の
知り得る限りに於いて未だ出現していない。
【０００７】
【特許文献１】特開平１１－１０８０９号公報
【特許文献２】特開２０００－１１７９０４号公報
【特許文献３】特開２００５－１７８２１７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明者等は上記要件を充足する多層フィルムを開発すべく鋭意研究を重ねた結果、前
記多層フィルムのシーラント層、緩衝中間層、貼合せ層を構成する樹脂成分に特定アイオ
ノマー樹脂を用い、それに配合するアンチブロック剤とスリップ剤とを各層特定組合わせ
組成としたものが上記要求の全てに適合することを見出し、この知見に基づき本発明を完
成した。
【０００９】
　従って、本発明の目的は、基材層接着剤面に貼合せる貼合せ層の濡れ張力が大きく接着
親和性が良好で、シール層の滑り摩擦係数が小さくアンチブロッキング性に優れ、且つ、
各層間の接着が強固で層間剥離がない積層フィルムを提供するにある。
　又、本発明の更なる目的は、基材フィルム接着剤塗布面にドライラミネーション法やサ
ンドイッチラミネーション法により容易に貼合せ接着できて包装用多層積層フィルムとす
ることができ、安価で効率的な包装材生産が可能な積層フィルムを提供するにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明によればシール層、中間層、貼合せ層の３層からなる積層フィルムであって、前
記シール層が、エチレン・不飽和カルボン酸共重合体アイオノマーとスリップ剤とアンチ
ブロッキング剤の合計量に対して、０．４～２．０重量％のスリップ剤と０．５～１０．
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０重量％のアンチブロッキング剤とを配合したエチレン・不飽和カルボン酸共重合体アイ
オノマー組成物の層からなり、前記中間層が、エチレン・不飽和カルボン酸共重合体もし
くはそのアイオノマーとスリップ剤との合計量に対して０．０１～０．５重量％の範囲の
スリップ剤を配合したエチレン・不飽和カルボン酸共重合体もしくはそのアイオノマーの
組成物の層（但し中間層のアイオノマー組成物中のスリップ剤濃度は前記シール層のアイ
オノマー組成物中のスリップ剤の含有濃度より低濃度である）からなり、前記貼合せ層が
、エチレン・不飽和カルボン酸共重合体アイオノマーとアンチブロッキング剤の合計量に
対して０．５～１０．０重量％のアンチブロッキング剤を配合し且つスリップ剤を実質的
に含有しないエチレン・不飽和カルボン酸共重合体アイオノマー組成物の層からなること
を特徴とする積層フィルムが提供される。
【００１１】
　また本発明によれば、前記積層フィルムがシーラントフィルムである積層フィルムを提
供される。
　本発明の積層フィルムに於いては、前記貼合せ層の基材と接するべき面がコロナ処理さ
れていることが好ましい。
【００１２】
　又、本発明の積層フィルムに於いては、前記シール層、中間層又は貼合せ層を構成する
組成物に更にポリオレフィン樹脂が前記エチレン・不飽和カルボン酸共重合体もしくはア
イオノマー１００重量部に対し２０重量部以下の割合で配合されていてもよい。
【００１３】
　本発明の積層フィルムは、基材層と積層した多層フィルム作製のためのドライラミネー
ション又はサンドウィチラミネーション用に好適である。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明に係る積層フィルムは、　シーラント層、中間層、貼合せ層に、樹脂成分として
特定アイオノマー（中間層の場合はエチレン・不飽和カルボン酸共重合体もしくはそのア
イオノマー）を用いアンチブロック剤とスリップ剤とを各層特定組合せで配合する特有の
構成により、基材層接着剤面に対する貼合せ層の濡れ張力が５２ｍＮ／ｍ以上と大きく接
着親和性が良好で、シール層の滑り摩擦係数が０．４以下と小さくアンチブロッキング性
に優れ、且つ、各層間の接着が強固で層間剥離がない等積層フィルムとして極めて優れた
特性を有し、特に本発明に係る積層フィルムは積層シーラントフィルムとして優れた特性
を有するのでシーラントフィルムとして好適に用いられる。
　又、基材フィルム接着剤塗布面にドライラミネーション法やサンドイッチラミネーショ
ン法により容易に貼合せ接着できて包装用多層積層フィルムとすることができ、安価で効
率的な包装材生産が可能である。
　更に、得られた包装用多層積層フィルムはラミネート外観が良好で、耐熱性にも優れる
。
　従って、基材フィルム等に貼り合わせて多層フィルムとし、それから包装用成形体を容
易に作製でき、例えば、食品、医薬品、化粧品、文具、日用雑貨、精密機械部品や電子製
品等の工業用部品の包装用材製造に好適に用いられる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下に、本発明に係る実施の形態について具体的に説明する。
　既に述べたとおり本発明は、シール層、中間層、貼合せ層がこの順に積層された３層積
層フィルムの発明であって、シール層がエチレン・不飽和カルボン酸共重合体のアイオノ
マーにアンチブロッキング剤とスリップ剤とを特定濃度で配合した組成物からなり、中間
層がエチレン・不飽和カルボン酸共重合体もしくはそのアイオノマーに前記シール層より
低濃度で、且つ特定濃度範囲のスリップ剤を配合した組成物からなり、貼合せ層がエチレ
ン・不飽和カルボン酸共重合体のアイオノマーにスリップ剤を配合せず、アンチブロッキ
ング剤を特定範囲濃度で配合した組成物からなることが構成上の特徴である。
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【００１６】
　本発明の積層フィルムに於けるシール、中間、貼合せ各層に用いられるエチレン・不飽
和カルボン酸共重合体アイオノマーのベース樹脂であるエチレン・不飽和カルボン酸共重
合体としては、エチレンと、アクリル酸、メタクリル酸、エタクリル酸、クロトン酸、フ
マル酸、マレイン酸、マレイン酸モノメチル、無水マレイン酸、イタコン酸及び無水イタ
コン酸等との共重合体を例示することができる。
　これらの内では、エチレン・アクリル酸共重合体、エチレン・メタクリル酸共重合体が
好ましい。
【００１７】
　又、本発明で用いるエチレン・不飽和カルボン酸共重合体には、更に、他の極性単量体
、例えば、アクリル酸エステル、メタクリル酸エステルのような不飽和カルボン酸エステ
ル、酢酸ビニルのようなビニルエステル等が共重合されたものでも良く、このような多元
共重合体の好適例として、エチレン・メタクリル酸・アクリル酸アルキルエステル共重合
体、エチレン・アクリル酸・メタクリル酸アルキルエステル共重合体等のエチレン・不飽
和カルボン酸・不飽和カルボン酸アルキルエステル多元共重合体を挙げることが出来る。
【００１８】
　アルキルエステル基のアルキル基としては炭素数１～１２のものを挙げることができ、
より具体的には、メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、イソブチ
ル、セカンダリーブチル、２－エチルヘキシル、イソオクチル等のアルキル基を例示する
ことができる。
　これらの内ではアクリル酸又はメタクリル酸のメチル、エチル、イソブチルエステルが
好ましい。
【００１９】
　このような多元共重合体の場合、他の極性単量体の含有量は全共重合体成分に対して２
０重量％以下であることが好ましい。
　又、上記２元又は多元のエチレン・不飽和カルボン酸共重合体は２種以上が混合されて
いても良い。
【００２０】
　このような２元又は多元のエチレン・不飽和カルボン酸共重合体に於けるエチレン含有
量は６０～９８重量％、不飽和カルボン酸含有量は２～２０重量％の範囲にあることが好
ましく、又メルトフローレート（ＭＦＲ）（ＪＩＳ　Ｋ７２１０－１９９９に準拠）は０
．０１～５００ｇ／１０分（２１６０ｇ荷重、１９０℃）の範囲にあるものが好ましい。
【００２１】
　本発明でシール層、　中間層、貼合せ層の樹脂成分として用いるエチレン・不飽和カル
ボン酸共重合体のアイオノマーとしては、上記不飽和カルボン酸を含有する２元又は３元
以上の共重合体を金属イオン、例えば、リチウム、ナトリウム、カリウム、カルシウム、
マグネシウム、亜鉛等の金属イオンで中和した塩を例示できる。
　上記金属イオンは２種以上混合されていても良い。
　これら金属イオンによる中和度は０超～８５％、特に０．１～８５％が好ましい。
　又、アイオノマーとしてのメルトフローレート（ＭＦＲ）（ＪＩＳ　Ｋ７２１０－１９
９９に準拠）は０．０１～１００ｇ／１０分（２１６０ｇ荷重、１９０℃）の範囲にある
ものが好ましい。
【００２２】
　本発明のシール層と貼合せ層、或いは場合によっては中間層、に配合されるアンチブロ
ッキング剤としては、タルク、シリカ、炭酸カルシウム、合成ゼオライト、デンプン、等
を例示できる。
　これらの内では、合成ゼオライト、シリカ等が好ましい。
　又、アンチブロッキング剤は２種以上を混合して又は層毎に異なっていても良い。
【００２３】
　次に、本発明においてシール層と中間層に配合されるスリップ剤としては、流動パラフ
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ィン、パラフィンワックス、マイクロワックス、ポリエチレンワックス等の炭化水素系ワ
ックス類、ステアリン酸、１，２ーヒドロキシステアリン酸、ステアリルアルコール等の
脂肪酸系又は高級アルコール系ワックス類、ステアリン酸アミド、オレイン酸アミド、エ
ルカ酸アミド、ベヘン酸アミド、メチレンビスステアリン酸アミド、エチレンビスステア
リン酸アミド、エチレンビスオレイン酸アミド、Ｎ－オレイルパルミトアミド等のアミド
系ワックス類、ステアリン酸鉛、ステアリン酸亜鉛、ステアリン酸カルシウム、ステアリ
ン酸マグネシウム等の金属石けん類の他、シリコーン、アクリル系高分子滑剤等を例示出
来る。
　これらの内では、ベヘン酸アミド、エルカ酸アミド、Ｎ－オレイルパルミトアミド等の
アミド系ワックス類が好ましい。
　スリップ剤は２種以上を混合して用いても良い。
【００２４】
　本発明の積層フィルムに於けるシール層は、前記エチレン・不飽和カルボン酸アイオノ
マーに前記アンチブロッキング剤とスリップ剤とを配合した樹脂組成物から構成される。
　シール層にアンチブロッキング剤とスリップ剤を組み合わせで配合することにより、本
発明のシール層はヒートシール性を損なうことなく優れたアンチブロッキング性能を発揮
する。
　アンチブロッキング剤とスリップ剤の両方、或いはそれらの何れかが配合されない樹脂
組成物では得られる積層フィルムの滑り摩擦性が充分でなく、アンチブロッキング性に欠
けるため好ましくない。
　シール層を構成する樹脂組成物は、エチレン・不飽和カルボン酸共重合体アイオノマー
とスリップ剤とアンチブロッキング剤の合計量に対して、スリップ剤０．４～２．０重量
％、好ましくは０．４～１．０重量％、アンチブロッキング剤０．５～１０．０重量％、
好ましくは１．０～５．０重量％、及び必要に応じて酸化防止剤等各種添加剤の所定量が
配合されたエチレン・不飽和カルボン酸共重合体アイオノマー組成物からなる。
　前記アンチブロッキング剤やスリップ剤の配合が少な過ぎるとアンチブロッキング性が
充分でなく、配合が多過ぎるとヒートシール性に影響する。
【００２５】
　又、シール層の樹脂成分は、前記エチレン・不飽和カルボン酸共重合体アイオノマーに
更に少量の他樹脂成分、例えば、アイオノマー１００重量部に対し、２０重量部未満のエ
チレン、ポリプロピレン、ポリブテン、ポリブタジエン等のポリオレフィン樹脂が配合さ
れた物でも良く、このようなポリオレフィン樹脂としてはポリプロピレンが好ましい。
【００２６】
　次に、本発明の積層フィルム中間層は、エチレン・不飽和カルボン酸共重合体又はその
アイオノマーに、中間層の樹脂組成物中のスリップ剤濃度が前記シール層のアイオノマー
組成物中のスリップ剤の含有濃度より低濃度となるように配合した樹脂組成物、即ち中間
層の樹脂組成物中のエチレン・不飽和カルボン酸共重合体若しくはそのアイオノマーとス
リップ剤との合計量に対するスリップ剤の含有率がシール層のアイオノマー組成物中のエ
チレン・不飽和カルボン酸共重合体アイオノマーとスリップ剤との合計量に対するスリッ
プ剤の含有率より少ない樹脂組成物から構成される。
　中間層の樹脂成分として用いられるエチレン・不飽和カルボン酸共重合体は前記シール
、中間、貼合せ各層に用いられるエチレン・不飽和カルボン酸共重合体アイオノマーのベ
ース樹脂として記載したエチレン・不飽和カルボン酸共重合体を用いることができる。
　中間層が本発明で規定したエチレン・不飽和カルボン酸共重合体もしくはそのアイオノ
マー以外の樹脂から構成されるものはシール層や貼合せ層との層間接着性が充分でなく、
両層間の諸物性差異緩衝作用も充分でなくなる。
【００２７】
　エチレン・不飽和カルボン酸共重合体もしくはアイオノマーにスリップ剤が前記シール
層のアイオノマー組成物中のスリップ剤の含有濃度より高い濃度で配合された樹脂組成物
からなる中間層では、スリップ剤が徐々にシール層や貼合せ層に拡散移行し、シール層に
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移行したスリップ剤が該層のスリップ剤濃度を変化させ、アンチブロッキング剤との濃度
バランスを変化させてしまう不都合を生ずる。
　又、貼合せ層に移行したスリップ剤は該層の基材接着面の濡れ張力の低下を招来する。
　又、アイオノマーにスリップ剤が全く配合されない樹脂組成物では、逆に前記シール層
からのスリップ剤拡散移行を充分に阻止できずシール層のスリップ剤濃度が徐々に低下し
、該層のアンチブロッキング性の経時低下を招来する危険がある。
【００２８】
　中間層を構成する樹脂組成物は、エチレン・不飽和カルボン酸共重合体若しくはそのア
イオノマーとスリップ剤との合計量に対して、０．０１～０．５重量％、好ましくは０．
１～０．３重量％のスリップ剤とを必須成分として含み、更に、必要に応じて酸化防止剤
等各種添加剤の所定量からなる。
　又、中間層には、シール層や貼合せ層との間の物性緩衝性を高める観点から、両層と同
様にアンチブロッキング剤を配合しても良く、この場合その配合量は、０～１０．０重量
％、より好ましくは０～５．０重量％である。
　又、中間層の樹脂成分は、前記エチレン・不飽和カルボン酸共重合体もしくはそのアイ
オノマーに更に少量の他の樹脂成分、例えば、エチレン・不飽和カルボン酸共重合体もし
くはそのアイオノマー１００重量部に対し、２０重量部未満のエチレン、ポリプロピレン
、ポリブテン、ポリブタジエン等のポリオレフィン樹脂が配合されたものでも良く、この
ようなポリオレフィン樹脂成分としてはポリプロピレンが好ましい。
【００２９】
　本発明に於いて、貼合せ層は、前記アイオノマーにアンチブロッキング剤を配合した樹
脂組成物から構成される。
　アンチブロッキング剤が配合されない樹脂組成物では、例えシール層がアンチブロッキ
ング剤やスリップ剤を配合した組成物からなったものであっても、得られた積層フィルム
は必ずしも充分なアンチブロッキング性を有さない。
　又、アンチブロッキング剤に替えて、又は、それに加えてスリップ剤を配合した物は層
の表面濡れ張力が低下し、基材との接着性に劣るものとなるため好ましくない。
【００３０】
　貼合せ層を構成する樹脂組成物は、上記理由から、スリップ剤を含有しないことが好ま
しい。一方、アンチブロッキング剤の配合量は該層を構成する組成物のエチレン・不飽和
カルボン酸共重合体アイオノマーとアンチブロッキング剤の合計量に対して０．５～１０
重量％、好ましくは１．０～５重量％である。
　アンチブロッキング剤の配合量が少なすぎると、得られる積層フィルムのアンチブロッ
キング性が必ずしも充分でなく、配合量が多すぎるとシール性が低下する傾向がある。
　又、貼合せ層の樹脂成分は、前記エチレン・不飽和カルボン酸共重合体アイオノマーに
更に少量の他樹脂成分、例えば、アイオノマー１００重量部に対し、２０重量部未満のエ
チレン、ポリプロピレン、ポリブテン、ポリブタジエン等のポリオレフィン樹脂が配合さ
れた物でも良く、このようなポリオレフィン樹脂としてはポリプロピレンが好ましい。
【００３１】
　上記各層を構成する樹脂組成物を調製する場合、アイオノマーに直接アンチブロッキン
グ剤やスリップ剤を配合して充分均一になるまでタンブラー等でドライブレンドするか、
押出機、バンバリーミキサー等で溶融混練して組成物とすることもできるが、例えば、エ
チレン・（メタ）アクリル酸共重合体等のアイオノマーベース樹脂と同じ樹脂を希釈樹脂
とし、その少量に予め上記アンチブロッキング剤及び／又はスリップ剤を配合して均一分
散させたマスターバッチを用いるとより便利である。
【００３２】
　前記各層の厚さは特に限定されるものでなく通常、積層シーラントフィルムで採用され
る各層厚さに適宜設定されて良いが、シール層は５～５０μｍ程度、中間層は５～５０μ
ｍ程度、貼合せ層は５～５０μｍ程度が一般的である。
　又、積層フイルム全体の厚さは通常１５～１５０μｍ程度が好ましい。
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【００３３】
　上記本発明の積層フィルムを製造する方法としては、この種の積層フィルムの製造に通
常用いられる方法、例えば、各層の樹脂組成物をＴダイキャスト、インフレーション等の
押出又は共押出フィルム成形法を用いてたとえば１３０～２３０℃で積層し、積層フィル
ムとすることができる。
【００３４】
　本発明のシール層／中間層／貼合せ層の３層構成の積層フィルムには、その貼合せ層表
面（基材フィルムに接着される側の面）にコロナ処理を施すことがより好ましく、ドライ
ラミネーション法により連続積層する場合には特にコロナ処理が有効である。
　このような本発明の積層フィルムは、その貼合せ層の基材フィルム接着側面での濡れ張
力が５２ｍＮ／ｍ以上、シール層表面での滑り摩擦係数が０．４以下で、且つ、支持基材
フィルムを積層し、該積層した多層積層フィルムをヒートシールした後の剥離試験で層間
剥離が見られない。
【００３５】
　本発明の積層フィルムに接着積層する支持基材としては、例えば、ポリエチレン、ポリ
プロピレン等のポリオレフィン；ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタレ
ート、ポリエチレンナフタレート等のポリエステル；ナイロン等のポリアミド；ポリ塩化
ビニル；フッ素樹脂；ポリカーボネート；ポリイミド；ポリエーテルエーテルケトン；ポ
リエーテルケトンエラストマー；ポリウレタン；ポリエーテルサルフォン；ポリフェニレ
ンサルファイド；ポリアミドイミド等の層が挙げられる。
　これらの層を構成するフィルムは、必要に応じて延伸が施されていてもよい。延伸は一
軸延伸又は二軸延伸のいずれでもよい。
【００３６】
　又、上記熱可塑性樹脂フィルムに金属、金属酸化物等を蒸着したり、樹脂をコーティン
グしたりすることにより製造された蒸着又は表面コートフィルム等を用いることができる
。
　具体例としてシリカ蒸着ポリエチレンテレフタレートフィルム、アルミナ蒸着ポリエチ
レンテレフタレートフィルム等が挙げられる。
　更に、上記熱可塑性樹脂フィルム以外にも各種紙、アルミニウム箔等の金属箔を支持基
材として用いてもよい。
　又、上記支持フィルムと本発明の積層フィルムとの間にポリエチレンやポリプロピレン
等のポリオレフィン中間層を挟み込んだものでも良い。
【００３７】
　上記支持基材フィルムに本発明に係る積層フィルムを積層するには、上記基材フィルム
接着面を塗布等により接着剤で表面被覆し、ドライラミネーション法やサンドイッチラミ
ネーション法で積層するのが一般的である。
　具体的には、上記支持基材フィルムのコロナ処理面にエポキシ系、ポリウレタン系、ア
クリル系等の接着剤を塗布等により施しドライラミネーターで上記熱可塑性樹脂フィルム
をドライラミネーションする方法や、支持基材にアンカーコート剤を塗布した後に、その
支持基材アンカーコート剤塗布面と上記熱可塑性樹脂フィルム間にエチレン・アクリル酸
共重合体又はエチレン・メタクリル酸共重合体等接着樹脂の押出しラミネートをするサン
ドイッチラミネーションにより積層体とする方法等を例示出来る。
【００３８】
　本発明の積層フィルムを貼合せ積層した積層体の層構成例として、ポリエステル（ＰＥ
Ｔ）、ナイロン（ＮＹ）等の支持基材層／本発明の積層（シーラント）フィルム層、
　支持基材層／ポリエチレン（ＰＥ）層等の中間層／本発明の積層（シーラント）フィル
ム層、
　支持基材層／ポリエチレン層（中間層）／Ａｌ箔又はＡｌ蒸着膜層（中間層）／本発明
の積層（シーラント）フィルム層、
　支持基材層／アルミナ蒸着膜層（中間層）／本発明の積層（シーラント）フィルム層、
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　表面コート支持基材層／本発明の積層（シーラント）フィルム層、
　本発明の積層（シーラント）フィルム層／ＰＥ（中間層）／支持基材層／ＰＥ（中間層
）／本発明の積層（シーラント）フィルム層、
　等を挙げることができる。
【００３９】
　このような本発明のフィルム・シート状積層体は食品、医薬品、化粧品、工業用部品等
の包装袋、容器、容器蓋等の成形体の製造に好適である。
【実施例】
【００４０】
［実施例１］
　エチレン・メタクリル酸・アクリル酸イソブチル共重合体［メタクリル酸含量９．７重
量％、アクリル酸イソブチル含量８．３重量％、］の亜鉛アイオノマー［中和度３２．２
％、ＭＦＲ４．０ｇ／１０分］（ＩＯ）８５重量部と、アンチブロッキング剤とスリップ
剤を配合したマスターバッチ［アンチブロッキング剤（合成ゼオライト）２０重量部、ス
リップ剤Ａ（Ｎーオレイルパルミトアミド）４重量部、スリップ剤Ｂ（ベヘン酸アミド；
）２重量部、エチレン・メタクリル酸共重合体７４重量部からなるマスターバッチ；ＭＦ
Ｒ＝１７．０ｇ／１０分］（ＭＢ－１）１５重量部とを混練（ドライブレンド）してシー
ル層用の組成物を調製した。
【００４１】
　次いで、前記アイオノマー（ＩＯ）８０重量部とアンチブロッキング剤とスリップ剤を
配合した別組成のマスターバッチ［合成ゼオライト２０重量部、Ｎーオレイルパルミトア
ミド１重量部、エチレン・メタクリル酸共重合体７９重量部からなるマスターバッチ；Ｍ
ＦＲ＝１０．０ｇ／１０分］（ＭＢ－２）２０重量部を混練して中間層用の組成物を調製
した。
【００４２】
　更に、前記アイオノマー（ＩＯ）８５重量部とアンチブロッキング剤だけ配合した別の
マスターバッチ［合成ゼオライト２０重量部、エチレン・メタクリル酸共重合体８０重量
部からなるマスターバッチ；ＭＦＲ＝１０．０ｇ／１０分］（ＭＢ－３）１５重量部とを
混練して貼合せ層用の組成物を調製した。
【００４３】
　そして、これら３種の組成物を多層インフレーション成形機を用いて１７０℃で製膜し
、厚さの異なる２種の３層積層フィルムを作製した［（実施例フィルム１：厚さ３０μｍ
：シール層（１０）／中間層（１０）／貼合せ層（１０）：実施例フィルム２：厚さ５１
μｍ：シール層（１７）／中間層（１７）／貼合せ層（１７）］。
　そしてこれら積層フィルムの貼合せ層表面の濡れ張力（測定方法JIS K6768準拠）とシ
ール層表面の滑り摩擦係数（測定方法JIS K7125準拠）をそれぞれ測定した。
　結果を表１に示した。
【００４４】
　次いで積層フィルムの貼合せ層表面をコロナ処理した後、押出積層成形機を用いて、該
積層フィルムの貼合せ層のコロナ処理面が２軸延伸ＰＥＴ基材フィルムの接着剤塗布面に
接するように該積層フィルムを基材フィルムにドライラミネーションし、層構成が基材層
／接着剤層／貼合せ層／中間層／シール層からなる多層積層フィルムを得た。
　そして得られた多層積層フィルムのシール層面同士を重ね、面々ヒートシール（１８０
℃、実圧０．２ＭＰａ、時間０．５秒）した後、手で剥離させ、貼合せ層／中間層及び中
間層／シール層の層間剥離の有無を目視で評価した（貼合せ層／中間層、中間層／シール
層の層間接着力が充分強いとシール部で切断が起こり、弱いと層間剥離が起こる）。
　結果を表１に併せて示した。
【００４５】
［比較例１］
　実施例１の貼合せ層用組成物に替えて、メタロセン触媒重合線状低密度ポリエチレン［
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ＭＦＲ１．９ｇ／分；三井化学社製；ＳＰ２５２０］９５重量部に該ポリエチレン用のア
ンチブロッキング剤配合マスターバッチ［アンチブロッキング剤１０重量％含有；プライ
ムポリマー社製］（ＭＢ－４）５重量部を配合した組成物を用いた以外は実施例１と同様
にして積層シーラントフィルムを作製し、貼合せ層表面の濡れ張力とシール層表面の滑り
摩擦係数をそれぞれ測定し、又、実施例１と同様に層間剥離の有無を同様に評価した。
　結果を表１に併せて示した。
【００４６】
［比較例２］
　実施例１のシール層用組成物に於けるマスターバッチ（ＭＢ－１）替えて（ＭＢ－２）
を２０重量部配合した組成物（ＩＯ：８０重量部：スリップ剤含量０．２重量％）をシー
ル層用組成物として用いた以外は実施例１と同様にして積層シーラントフィルムを作製し
、貼合せ層表面の濡れ張力とシール層表面の滑り摩擦係数をそれぞれ測定し、又、実施例
１と同様に層間剥離の有無を評価した。
　結果を表１に併せて示した。
【００４７】
【表１】
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